
番号 質問内容 回答

1
本事業における過年度の受託事業者と委託金額
をご教示ください。

昨年度は次のとおりです。
委託事業者：社会福祉法人京都府母子寡婦福祉
連合会
委託金額：1,620,000円（４箇所分）

2
本事業における過年度までの成果（達成事項）と
来年度以降の課題（未達成事項）についてご教示
ください。

長期休暇期間中の基本的な生活習慣や学習習
慣の確立については一定図れている一方、長期
休暇期間中は学校給食がなく栄養状態が悪化す
る子どもも見られることから、家庭に課題を抱える
子どもの見守りに係るノウハウの強化が課題と考
えています。

3
本事業の対象者となる方々の抱える課題につい
て、貴自治体独自の特徴があればご教示くださ
い。

府の調査によると、ひとり親の困りごとは､「家計」
についてが最も多く、特に母子世帯は雇用形態
が不安定で就労収入が少ない方が多い状況で
す。また、母子世帯の子どもの５人に１人が子ど
もだけで食事をしており、小中学生の４０人に１人
はが一人で夕食を食べる孤食の状況です。

4

本事業の実施場所（特に、場所は誰が確保する
のか、施設使用料の価格、施設使用料は委託費
に含まれるか、どのような広さや立地か）につい
て、過年度の実績をご教示ください。

実施場所の確保は各委託事業者で行っていただ
き、施設使用料は委託費に含まれます。価格に
ついては、各委託事業者で異なりますが、昨年度
はコミュニティホールや公民館などが使用されて
おりました。

5
開設日数について、何月に何回ずつ実施し、年
間15回以上実施されていますでしょうか。過年度
の実績をご教示ください。

（過年度の一例）
７月６回、８月５回、１２月２回、３月２回の計１５回
でした。

6
毎回の利用者の出席人数（平均値と最大値）につ
いて、過年度の実績をご教示ください。

（過年度の一例）
毎回の利用者の平均は6.2人、最大値は13人でし
た。

7
毎回の開設時間について、過年度の実績をご教
示ください。

（過年度の一例）
開設時間は10時～15時でした。

8

毎回の従事者（管理者、支援員）の勤務人数（平
均値と最大値）について、過年度の実績をご教示
ください。特に、管理者は毎回出勤されています
でしょうか。

（過年度の一例）
１回の実施に係る従事者数は4人～5人でした。
管理者は現場総括として、原則毎回参加する必
要があります。

9

「仕様書　２業務の内容（1）こどもの居場所」に①
～⑦の業務がございます。①②は必須で、③～
⑦については、過年度の受託事業者は、拠点ご
とにどの業務を行っていますでしょうか。

（過年度の一例）
①②の他に③生活支援事業、④交流活動業務を
実施していました。

令和３年度きょうとこどもの城づくり事業（ひとり親家庭のこどもの居場所づくり
事業）実施に係る運営業務についての質疑・回答



10
③生活支援の業務を実施されている場合、具体
的な実施内容や時間、回数について、過年度の
実績をご教示ください。

（過年度の一例）
昼食に栄養バランスのとれた食事を提供し、食育
について学ぶというものでした。（計１５回実施）

11
④交流活動の業務を実施されている場合、具体
的な実施内容や時間、回数について、過年度の
実績をご教示ください。

（過年度の一例）
地域の夏祭りや文化祭に参加し、世代を超えた
地域交流を図っていました。

12
⑤支援員研修の業務を実施されている場合、具
体的な実施内容や時間、回数について、過年度
の実績をご教示ください。

実績がありません。

13
⑥地域連携の業務を実施されている場合、具体
的な実施内容や時間、回数について、過年度の
実績をご教示ください。

（過年度の一例）
広報や食材提供、生活指導、学習支援のため
に、市町村や社協、フードバンク、民生児童委
員、学生ボランティア等と連携していました。

14
⑦その他の活動の業務を実施されている場合、
具体的な実施内容や時間、回数について、過年
度の実績をご教示ください。

（過年度の一例）
地域の名所・旧跡を巡る郷土学習の実施があり
ました。

15

こどもの居場所を運営するに当たり、参加者から
実費徴収できると仕様書に記載がございます。こ
れまで参加者から徴収した費目や費用につい
て、過年度の実績をご教示ください。

実績がありません。

16

送迎は原則全開催日に行うと仕様書にあります
が、送迎業務は必須でしょうか。また、現状すべ
ての拠点の全日程で送迎が行われていますで
しょうか。毎回何名の利用者を送迎しているか（平
均値と最大値）、過年度の実績をご教示ください。

送迎型は加算項目であり、必須ではありません。
また、今年度追加した項目のため、過年度の実
績はありません。

17
参加者募集に向けた広報について、現状どのよう
なことが行われていますか。広報の手法や媒体
などについて、過年度の実績をご教示ください。

（過年度の一例）
チラシや冊子を作成し、市町村や社協、学校等の
協力を得て配布・配架をしていました。

18

相談支援について、現状どのような場所で、年間
何回、1回あたり何時間行われていますでしょう
か。特に、場所についてはプライバシーに配慮す
る必要があるかと思いますが、具体的な場所につ
いても含めて、過年度の実績をご教示ください。

（過年度の一例）
子どもについては学習支援の休憩時間に適宜相
談を受け、親については日頃の送迎時や説明
会・昼食事業の参加時に適宜相談を受けていま
した。

19

相談支援について、評価基準に関係機関との連
携調整についての記載がございます。関係機関
との連携調整について現状どのような機関とどの
ような連携が具体的に行われているか、過年度
の実績をご教示ください。

（過年度の一例）
自治体福祉課及び社会福祉協議会と共同で支援
にあたったり、関係団体の他の福祉施策につな
げるなどの連携が行われました。


